
八代市立第三中学校
学校だより第８号

令和３年１１月２２日

一手先を読んで行動する！
校長 稲岡博信

藤井聡太棋士が、最年少で将棋界最上位のタイトル（竜王）を獲得し、クワドラプル（４）（他に
王位・叡王・棋聖）を達成しました。こうなると前人未踏の全タイトル、オクタプル（８）（残り名
人・王座・棋王・王将）の獲得を期待したくなります。羽生善治九段はトリプルを初めて達成してか
らタイトル防衛と獲得を重ね、２５歳でセプタプル（７）を達成するまで、ほぼ負けなしで３年かか
ったそうです。そう考えると、オクタプルの獲得は夢のようなことかもしれませが、藤井棋士にはそ
の偉業を成し遂げられる予感がします。ところで、私が幼い頃から父は、夕食が済むと毎晩のように
隣の叔父と我が家で将棋を指していました。勝つコツは「先を読むこと」と父が言ったことを記憶し
ています。直接教わることはしませんでしたが、それを意識しながら二人の将棋をながめていたから
か、小学校の必修（将棋）クラブでは、上位にランキングされていました。羽生９段は、過去のイン
タビューで「読む手数」について、直線で「30～40手」、枝葉に分かれて「300～400手」と答え
ています。将棋や囲碁に限らず、その道のプロは、「先を読む」高い能力を持っています。ボクシン
グであれば、相手より先に動きを読むことができれば勝つ確率は高まるでしょう。株や投資なら、世
界の動向を常に把握し、関連する企業に関わる出来事から派生する様々な方向から数年先までのこと
を読み当て、成功につなげられるでしょう。「400手先」など全く想像できませんが、「一手先」なら
中学生にも読むことができるのではないでしょうか。「先に挨拶しようとする」「相手が求めている事
を先取りして行う」「車が出てくるかもしれないので先に止まる（危険予測）」など、社会で互いに気
持ちよく生きていくうえで、また、自分で自分の命を守るためにも「一手先を読む」ことは、身に付
けておくべきことかもしれません。

１０月２８日（木）に民生児童委員の皆さん
との懇談会を実施しました。三中生の学校生活
の様子を参観していただいたり、学校の取組に
ついて説明をしました。民生児童委員の皆様か
らも、地域で見る子どもたちの姿を教えていた
だくとともに、不登校対策や
学習に対する取組方法、学校
情報の地域への発信方法な
ど、たくさんのご意見や提案
をいただきました。おかげさ
まで、今
年度もと
ても有意
義な懇談
会になり
ました。

↑ ３年学習発表 劇「進路決定に向かって」

『熊本県教育功労（優秀教職員）表彰受賞』
本校の松村智朗教諭が、これまでの部活動指導

の実績が評価され、令和３年度標記表彰を受賞さ
れました。携わった４つの中学校において、全国大
会出場１回、九州大会出場６回、県大会優勝５回、
県大会３位以上９回など輝かしい功績と、「目配り・
気配り・心配り」のできる部員の育成をモットーに、
情熱あふれる指導で生徒・保護者からも絶大な信
頼を得ていることが評価されました。
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